
「２０２０東京オリンピック・パラリンピック」に関連する現在の取組（教育委員会）
（千葉県版オリンピック・パラリンピックを活用した教育の取組方針に基づいた教育実践例）

おもてなしプロジェクト 心のバリアフリープロジェクト グローバルプロジェクトスポーツプロジェクト

目 指 す 児 童 ・ 生 徒 の 姿

◎ボランティアに積極的に参加する意欲をもち、

温かいおもてなしができる児童生徒の育成

◎共生社会の形成者にふさわしい、障害のある

人や高齢者等を含めた他者を理解する児童

生徒の育成

◎自国の歴史伝統文化について理解を深め、他国

の歴史や文化、言語について学び、世界を舞台

に活躍する児童生徒の育成

◎生涯を通じてスポーツに親しみ、スポーツの楽し

さや感動を分かち合う児童生徒の育成

【成田市久住小・久住

中】
小学校、中学校ともに、

外国人にインタビューす

る活動を成田空港で実施。

小学校では成田山参道で

外国人に日本の文化を

一緒に行う活動を実施。

中学校では、ユネスコの

活動に参加をし、外国人

に日本の伝統衣装や作法

について説明する活動を

実施。

【松戸市立大橋小・小

金中】
ドミニカ共和国の事前

キャンプ予定地の松戸市

は、小学校では、ドミニ

カ共和国に梨の木を送る

活動している地元農家さ

んを招いて、交流のきっ

かけ等を学習。

中学校では、ドミニカ共

和国の人を招いて、言語、

文化、慣習、食等の学習。

【習志野市立秋津小・香

澄小】
「３×３バスケ」体験

【一宮町立東浪見小】
サーフィン体験

【県立八千代高】
シッティングバレーボール

体験

【県立桜が丘特別支援】
ウィルチェアラグビー体験

【県立矢切特別支援】

障害者スポーツを通した交流活動。ボッチャを題材に、

近隣の小中学校、地域の方、高齢者施設の方と交流を

し、障害のある人への理解を広げる学習。

【山武市立松尾小】
スポーツ義足体験授業5,6年

全員が体験。リオパラリン

ピック出場選手と義足開発

者の話から障害などのこと

について学習。

【佐倉市立根郷中】

アイマスク体験

アイマスクにより視覚障害を疑似

体験。その他にも車椅子の体験を

行う。介助者の体験も同時に行う

ことができる

学習。

【県立八千代高・

鼓組】
和太鼓演奏。

日本の伝統文化で、

来客者をおもてなし。

【流山市立小山小】
地域のロードレース大会にス

ポーツボランティアとして参

加。ボランティアの学習。

【県立千葉女子高】
オリンピアンを招いての講演会を開

催。生徒の手作りの品の贈呈など、

感謝と応援の気持ちを伝えておもて

なし。

【県立一宮商業高】
サーフィンの魅力を広報するパンフレッ

ト。

五輪を盛り上げるために、サーフィン選

手の取材、町民とフラッグの作成、海岸

清掃等、ボランティア精神やおもてなし

の気持ちの育成。
【県立一宮商業高】
ゴールボール体験

【山武市立山武南中】
車椅子バスケットボール体験

【印西市立印旛中】
草花を育てる体験を通して、

おもてなしの意味を理解する

学習。

平成２９年度 オリパラ教育推進校３０校で実践、約６００校が参加したオリパラ教育報告会により普及

平成３０年度 オリパラ教育推進校６５校で実践、オリパラ教育報告会により普及

平成３２年度（２０２０年）には、オリパラ教育を全公立校で実践できるように成果の普及を図り、オリパラ後にレガシーの継承

国内外の大会関係者や観客等を、どこで会っても明るい

挨拶と 最高の笑顔でお迎えしている 等

障害、年齢、国籍等を問わず、公共の場等で困っている人

を手助けしている 等

スポーツの魅力に触れ、障害の有無や年齢に関わらず、

誰もが一緒にスポーツを楽しんでいる 等

日本の良さ（伝統文化等）を十分理解し、観光地等で世界

の人々と臆せず積極的にコミュニケーションがとれている等
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